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ま
ま
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遊
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く
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の
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ま
ま
ご
と
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つ
か
し
く
夢
に
出
て
く
る
母
想
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逞
し
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は

な
つ
か
し
く
夢
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出
て
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母
想
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な
き
頃
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逞
し
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は
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っ
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流
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付
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の
親
子
三
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が
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に
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て
鳥
と
言
え
ど
も
子
を
守
り
い
る
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匹
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ろ
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美
濃
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合
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花

ほ
ろ
ほ
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と
美
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割
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小
泉
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泰
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泰
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推
薦
推
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句

俳　

句

八
木
八
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佐
久
司

佐
久
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推
薦
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川
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川
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城
司
城
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推
薦
推
薦

休館日…５日（土）・毎週月曜日

★９・10月に臨時休館します
　空調設備の改修工事のため、八日市場
図書館は９月８日（金）～10月９日（月）
の１か月間を臨時休館します。
　休館に先立ち、８月25日（金）～９月
７日（木）の間、資料を８週間貸し出し
ます。一般書、雑誌は何冊でも、ＡＶ資
料は３点まで利用できます。返却期間は
10月20日（金）～11月２日（木）です。
　返却ボックスは休館中も利用できます
が、ＡＶ資料は10月10日以降にカウン
ターまでお持ちください。
★ご注意ください
　８月６日（日）から駐車場の一部が利
用できなくなります。工事車両も通行し
ますので、来館の際は、お気を付けくだ
さい。
★のさか図書館をご利用ください
　のさか図書館は通常通り開館していま
すので、ぜひ、ご利用ください。
★おはなし会
日時…毎週土曜日14時から約30分間
場所…八日市場図書館
※８月は小・中学生の職業体験（社会体
験）を受け入れています。利用者の皆さ
んのご理解とご協力をお願いします。
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

市政の窓

№79

盛
り
上
が
れ
、
夏

業
の
清
宮
選
手
に
よ
る
高
校
通

算
本
塁
打
数
の
記
録
更
新
で
あ

り
、
そ
の
高
校
野
球
は
、
酷
暑

の
甲
子
園
で
行
わ
れ
る
第
99
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
に
、
千
葉
県
代
表
の
木
更
津

総
合
高
校
を
は
じ
め
都
道
府
県

か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
代
表
校
の

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
、
負
け
な

し
で
頂
点
に
立
つ
高
校
は
ど
こ

か
？
興
味
津
々
。

　

真
夏
の
本
市
で
も
観
光
の
最

大
行
事
で
あ
る
八
重
垣
神
社
祇

園
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
す
。

先
日
、
年
番
町
砂
原
区
の
皆
様

と
一
緒
に
千
葉
テ
レ
ビ
に
出
向

き
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

何
と
言
っ
て
も
４
日
の
夕
方
か

ら
の
10
基
連
な
る
女
神
輿
と
５

日
の
20
基
ほ
ど
の
神
輿
に
よ
る

10
町
内
連
合
渡
御
は
圧
巻
で
あ

り
、
乞
う
ご
期
待
で
す
。
た
だ

し
、
今
年
の
夏
の
暑
さ
は
こ
と

の
ほ
か
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い

ま
す
。
参
加
者
も
見
物
人
も
水

分
は
こ
ま
め
に
補
給
し
て
体
調

管
理
を
し
、
熱
中
症
に
は
十
分

気
を
付
け
、
大
い
に
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。「
あ
ん

り
ゃ
ー
ど
ー
し
た
」。

　

昨
年
か
ら
お
盆
直
前
の
11
日

が
〝
山
の
日
〞
と
制
定
さ
れ
祝
日

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
は
喜
び
が
薄
い
よ
う
で
す
が
、

大
人
た
ち
は
残
暑
中
で
の
お
盆

の
過
ご
し
方
に
も
変
化
が
み
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

健
康
管
理
を
万
全
に
暑
い
夏

を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
し
て
も
九
州
で
は

激
甚
災
害
指
定
の
豪
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
が
、
本
県
は
雨

の
記
憶
が
無
い
く
ら
い
の

暑
さ
厳
し
い
空
梅
雨
で
し
た
。

　

ダ
ム
や
用
水
が
整
備
さ
れ
て

お
る
今
日
、
干
ば
つ
等
の
心
配

は
無
用
で
、
そ
の
昔
で
あ
っ
た

ら
大
変
な
年
に
な
っ
た
の
で
は

と
、
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
引
き
続
き
猛
暑
と
ゲ

リ
ラ
豪
雨
を
心
配
す
る
夏
と
な

り
そ
う
で
す
。

　

先
月
号
で
も
勝
敗
の
事
に
ふ

れ
ま
し
た
が
、
暑
い
７
月
も
大

き
な
記
録
が
生
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
横
綱
白
鵬
に
よ
る
通
算
勝

ち
星
の
記
録
更
新
。
早
稲
田
実

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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八
重
垣
神
社
を
は
じ
め
市
の
中

心
部
に
ま
つ
ら
れ
る
八
つ
の
神
社

を
お
参
り
す
る
「
八
社
参
り　

短

路
コ
ー
ス
」。
前
回
の
横
町
区
「
北ほ

く

面め
ん

道ど
う

祖そ

神じ
ん

」、
下
出
羽
区
「
村
山
稲

荷
神
社
」、
仲
町
区
「
八
幡
大
神
」

に
続
き
、
今
回
は
砂
原
区
の
「
猿さ

る

田だ

彦ひ
こ

神
社
」
か
ら
お
参
り
を
始
め

ま
し
た
。

　

今
で
も
「
砂
原
の
庚こ

う

申し
ん

様
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
砂
原
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
に
庚
申

塔
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

塔
は
、
庚
申
年
に
当
た
る
１
６
８

０
（
延
宝
８
）
年
６
月
３
日
「
八
日

市
場
経き

ょ
う

中な
か

間ま

」
に
よ
り
造
立
さ
れ

ま
し
た
。「
経
中
間
」
と
は
信
者
の

集
ま
り
で
あ
る
庚
申
講
の
こ
と
で
、

八
日
市
場
村
全
体
で
建
て
た
こ
と

が
特
徴
と
言
え
ま
す
。
市
内
で
も

多
く
の
庚
申
塔
が
見
ら
れ
ま
す
が
、

延
宝
８
年
が
年
代
的
に
最
も
古
い

も
の
で
す
。
江
戸
時
代
の
八
日
市

場
村
は
こ
の
頃
か
ら
町
内
ご
と
の

動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
明
治
時

代
に
な
り
庚
申
様
は
猿
田
彦
神
社

と
名
を
改
め
ま
す
が
、
猿
田
彦
の

神
が
庚
申
信
仰
と
結
び
つ
く
こ
と

に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

砂
原
と
い
う
町
名
が
使
わ
れ
だ

し
た
の
は
１

７
０
０
年
代

に
入
っ
て
か

ら
と
み
ら
れ
、

仲
町
は
明
治

以
前
は
「
中

新
田
」
と
呼

ば
れ
て
い
た

こ
と
が
石
造

物
な
ど
か
ら

知
ら
れ
ま
す
。

　

仲
町
か
ら

市
民
病
院
へ

向
か
う
道
路
に
面
し
て
庚
申
塚
が

あ
り
ま
す
。
１
９
７
２
（
昭
和
47
）

年
に
周
辺
の
庚
申
塔
を
ま
と
め

塚
を
築
い
た
も
の
で
、
造
立
年
や

造
立
者
な
ど
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

少
人
数
の
庚
申
講
や
個
人
が
ま
つ

り
ま
し
た
。

　

次
に
お
参
り
し
た
の
が
八
重
垣

神
社
で
す
。
１
７
１
１（
正
徳
元
）

年
に
建
て
ら
れ
た
石
の
鳥
居
を
く

ぐ
る
と
、
社
務
所
に
面
し
た
左
側

に
「
市い

ち

神が
み

神
社
」
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。
由
緒
は
分
か
り
ま
せ
ん

が
、「
八
日
市
場
」
の
市
と
何
ら
か

の
関
わ
り
が
あ
る
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

　

八
重
垣
神
社
の
本
殿
北
側
に
ま

つ
ら
れ
る
の
が
「
三み

つ

峯み
ね

神
社
」
で
す
。

本
社
は
埼
玉
県
秩
父
市
に
鎮
座
し
、

三
峯
講
と
い
う
信
者
の
集
団
が
全

国
に
広
ま
っ
て
い
る
と
さ
れ
、
市

内
に
も
い
く
つ
か
の
三
峯
講
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
石
宮
は
町
村
合
併
で
誕
生

し
た
福
岡
町
（
八
日
市
場
町
の
前

の
町
名
）
の
「
町
内
安
全
」
を
願
っ

て
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
５
月

に
ま
つ
ら
れ
た
こ
と
が
裏
面
に
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

八
社
参
り
は
続
き
ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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り
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井
富
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雄
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富
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の
道
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セ
ル
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の
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で
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ラ
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し
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が
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の
出
前  
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飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子
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サ
ダ
子

老
人
が
守
る
児
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の
登
下
校

老
人
が
守
る
児
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の
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下
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木　
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木　
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佐
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間
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子
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に
飴
と
鞭
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飯　
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鈴
木
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子
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と
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通
い

老
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と
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ず
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者
通
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八
日
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八
日
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場
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木
波
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恵

大
木
波
津
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ム
通
い
ご
老
体
と
は
言
わ
せ
な
い

ジ
ム
通
い
ご
老
体
と
は
言
わ
せ
な
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堀　

川　
　
　

堀　
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勝
又　

康
之

勝
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康
之

噛
む
走
る
出
来
ぬ
が
老
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の
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達
者

噛
む
走
る
出
来
ぬ
が
老
い
の
口
達
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横
須
賀　
　
　

横
須
賀　
　
　

鈴
木　

春
子

鈴
木　
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子

西
日
受
け
老
い
を
知
ら
せ
る
影
法
師

西
日
受
け
老
い
を
知
ら
せ
る
影
法
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東
小
笹　
　
　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

学
校
で
ほ
め
ら
れ
た
の
は
返
事
だ
け

学
校
で
ほ
め
ら
れ
た
の
は
返
事
だ
け  

西
小
笹　
　
　

西
小
笹　
　
　

布
施　

辰
男

布
施　

辰
男

五
七
五
ど
こ
か
で
見
た
よ
な
聞
い
た
よ
な

五
七
五
ど
こ
か
で
見
た
よ
な
聞
い
た
よ
な  
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田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津

川　

柳

川　

柳  

鈴
木
鈴
木  

十
世
志

十
世
志  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦

  

川
口
川
口  

城
司
城
司  

推
薦
推
薦
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